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交通事故相談日

3 月26日(火〉

市役所第1会議室

10時-15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参下さい

市政だよυ
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プラカードを先頭に元気よく 『火の用心』を呼びかけた少年剣士の皆さん

春の火災予防運動は2月28日"'3月13日ですが、大

村市危険物安全協会では、市内の少年剣道ク ラブの協

力を得て、 3月10日(日)を『少年防火デー』として多

影な行事を催しました。

この日午前9時30分、けいこ着姿iζ身を固めた約

350名の少年剣士は市民会館に集合して開会式を行い

防火映画を見て防火意識を高揚した後ノマレードに移り

ました。 u剣を持っきびしい心で火の用心』のプラカ
ー ドを先頭に 『火の用心』のミ コシをかついで元気よ

く本町商居街を行進して、 市民lζ火災予防を呼びかけ

ました。

剣道大会は三城小学校体育館で行われ、 最初に全員

が体育館狭しと合同練習をして寒さを吹き飛ばし、 掛

かりげいこをして試合に入りま した。

試合は15チームが参加し熱戦の末天真チームが栄え
ある優勝を遂げま した。

※成績 優勝 天真 準優勝 諏訪 3位 竹松
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毎月1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集人/総務課長 岩永宏 印刷所/合同印刷

『火の用心』のお手伝い

少年防火デー
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パレードや剣道大会
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3月30日までに

昨
年
の
国
民
年
金
制
度
の
改
正

に
よ
り
、
再
度
「
五
年
年
金
制
度
」

が
設
け
ら
れ
、
現
在
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
申
込
を
し
て
い

な
い
方
は
期
限
内
に
手
続
を
し
て

下
さ
い
。

今
回
が
最
後
で
す
。

V
加
入
で
き
る
人

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
れ
た
人
で
現
在
会
社
、
官
公
庁

工
場
な
ど
の
職
場
年
金
制
度
に
加

入
し
て

い
な
い
人

V
加
入
で
き
な
い
人

ω現
在
会
社
、
官
公
庁
、
工
場
な

ど
に
勤
め
る
人
、
議
会
の
議
員

凶
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
か
ら
老

齢
退
職
年
金
を
受
け
て
い
る
人

普
通
恩
給
を
受
け
て
い
る
人
、

又
は
こ
れ
か
ら
資
格
を
も
っ
人

間
日
本
国
民
で
な
い
人
。

V
申
出
期
間
三
月
三
十
日
ま
で

V
保
険
料
及
び
納
付
期
間

保
険
料
は

一
ヵ
月
九
百
円

五
年
間
で
五
万
四
千
円

V
保
険
料
を
納
め
る
方
法

ω昭
和
四
十
五
年
六
月
分
か
ら
昭

和
田
十
八
年
九
月
分
ま
で
四
十

ヵ
月
分
三
万
六
千
円
を
昭
和
五

十
年
六
月
ま
で
に

凶
昭
和
四
十
八
年
十
月
分
か
ら
昭

和
五
十
年
五
月
ま
で

二
十
ヵ
月

分

一
万
八
千
円
は
現
在
の
五
年

年
金
の
被
保
険
者
が
納
め
る
納

入
方
法
。

V
年
金
額

五
年
年
金
の
年
金
額
は
五
年
間

納
付
後
六
十
五
歳
を
こ
え
た
と
き

支
給
さ
れ
る

年
額
九
万
六
千
円

月
額

八
千
円

V
持
参
す
る
も
の

印
鑑
な
お
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一

日
以
降
に
被
用
者
年
金
に
加
入
し

て
い
た
人
は
そ
の
職
歴
と
期
間

V
受
付
場
所

市
保
険
年
金
諜

老

齢

特

別

給

付

金

ま
だ
の
方

昭
和
四
十
九
年
一
月
か
ら
支
給

さ
れ
る
老
齢
特
別
給
付
金
制
度
が

新
設
さ
れ
昭
和
四
十
八
年
十

一
月

か
ら
受
付
を
開
始
し
て
お
り
ま
す

が
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
ま 早
く
申
請
を

だ
手
続
を
し
て
い
な
い
人
は
早
く

手
続
を
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
V
対
象
者

明
治
三
十
七
年
一
月
二
日
か
ら

明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
以
前
に

生
れ
た
人

V
年
金
額
年

額

四

万
八
千
円

月

額

四

千

円

V
支
給
開
始

昭
和
四
十
九
年

一
月
か
ら

V
支
給
要
件

ω普
通
恩
給

・
普
通
扶
助
料
証
書

が
十
万
円
以
下
の
人

凶
戦
争
公
務
に
よ
り
公
務
扶
助
料

を
受
け
て
い
る
人
は
戦
没
者
の

階
級
が
大
尉
ま
で
満
額
支
給
さ

れ
ま
す
。

V
手
続
を
す
る
と
こ
ろ

市
保
険
年
金
課

V
持
参
す
る
も
の

印
鑑

・
恩
給

・
扶
助
料
証
書
ま

た
は
保
管
証
書

な
お
戦
没
者
の
扶
助
料
を
受
け

て
い
る
人
は
、

そ
の
戦
没
者
の
階

級
が
必
要
で
す

。
福
祉
年
金
に
は
支
給
制
限

老
齢
特
別
給
付
金
は
福
祉
年
金

で
す
の
で
支
給
は
す
べ
て
国
の
負

担
で
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
か
ら

本
人

・
配
偶
者

・
扶
養
義
務
者
に

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は

年
金
を
一

ヵ
年

支
給
さ
れ
な
い

こ

と
が
あ
り
ま
す
。

川

三
月
一

日

現
在
チ
リ
紙
の
市
内

山

販
売
価
格
は
七
百
枚
で
平
均
二
百

川

三
円

(
標
準
価
格
二
百
六
円
)、

川

千
八
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枚
で
平
均
五
百
十
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川

十
九
年
四
月

一
日
か
ら
五
十
二
牛

山

三
月
三
十

一
日
ま
で
有
効
の
新
し

川
い
被
保
険
者
証
を
被
保
険
者
の
み

川

な
さ
ん
に
三
月
二
十
五
日
ご
ろ
郵

生

活

物

資

の

調

査i

高標リ
な準紙

f価はz格
{ま以

豊 内
富

チ

直属

健
康
で
仕
事
に
は
げ
み
楽
し
い
家
庭
を

き
ず
き
ま
し
ょ
う
b

民

市

準
価
格
五
百
二
十
九
円
)
と
標
準

価
格
以
内
の
価
格
で
販
売
さ
れ
て

お
り
、
在
庫
も
豊
富
で
洗
剤
も
各

居
数
多
く
入
荷
し
て
お
り
ま
す
。

送
し
ま
す
。

①
新
し
い
被
保
険
者
証
は
三
月
二

十
五
日
付
で
郵
送
し
ま
す
。

も
し
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
受

領
さ
れ
な
い
方
は
保
険
年
金
課

又
は
出
張
所
へ

ど
連
絡
下
さ
い

①
新
し
い
被
保
険
者
証
は
三
月
二

十
日
現
在
で
作
成
し
ま
す
の
で

そ
の
後
の
異
動
な
ど
の
変
更
が

あ
っ

た
方
は
、

保
険
年
金
課
文

は
出
張
所
へ
被
保
険
者
証
と
印

鑑
を
も
っ
て
届
出
て
下
さ
い

①
記
入
も
れ
、
記
載
誤
り
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
同
様
に
届
出
て

下
さ
い

①
旧
被
保
険
者
証
は
昭
和
四
十
九

年
四
月
一

日
以
降
は
使
え
ま
せ

ん
の
で
保
険
年
金
課
又
は
出
張

所
へ
返
し
て
下
さ
い
。
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知
事
選
挙
の
投
票
率

7
f
'
ハヲ

F
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↓口目。二
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た

知
事
選
挙
は
、
午
前
中
あ
い
に
く

の
雨
で
出
足
が
悪
く
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
午
後
か
ら
天
気
も
回
復
し

六
十
七
・
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
投

票
率
で
し
た
。

パ
ー
セ
ン
ト

な
お
前
回
(
昭
和
田
十
五
年
)の

投
票
率
は
、
七
十
四

・
三
四
パ

ー

セ
ン
ト
で
し
た
。

同
投
票
区
別
及
び
地
区
別
の
投
票

状
況
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

り

本
年
中
学

校
を
卒
業
し

就
職
す
る
生

徒
の
前
途
を

祝
福
し、

激

励
す
る
た
め

市
と
市
教
育

委
員
会
が
主

催
し
て
三
月

四
日
午
前
十

時
か
ら
市
社

会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
中
学

卒
業
就
職
者
激
励
大
会
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

励

のぬ..，. 

む

激

おお

業

を

卒

市政だより

学

者職

*中

就

(3) 

大
会
は
市
長
の
あ
い
さ
つ
や
来

賓
の
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
市

長
か
ら
就
職
者
に
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

就
職
者
を
代
表
し
て

萱
瀬
中
学
校
田
中
美
恵
子
さ
ん
が

力
強
い
誓
い
の
こ
と
ば
を
の
ベ

、

万
歳
を
三
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た

本
年
の
就
職
者
の
状
況
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

玖
島
中
三
十
八
名
、
西
大
村
中

四
十
四
名
、
郡
中
二
十
九
名
、
萱

瀬
中
七
名
計
百
十
八
名

就
職
地
別
で
は
、
市
内
五
十
四

名
、
県
内
十

一
名
、
県
外
三
十
五

名

各

種

学
校
十
八
名
で
し
た
。

計

十
日

一
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円
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問
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結果百苦
言r-知事選挙投

市

民

に

な

り

ま

し

投票率%

72.49 

09.17 

1J1j 区

田

会
甘
み

{

地

地 区名

鈴

投 票率 %投 票 者 数

ょ
甲
つ
e

05.14 村大

市

憲

立

阜

)

民

00.80 

70.90 

07.01 

75.57 

69.82 
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『明るく住みよいまちづくり』

ポスター・標語コンクール

一入選者発表一

市立病院の廊下に飾られた『つはきの絵J; 

岩小のいく明さ病セ j 
永学ほまりるん院ン市:
憲校どすをいのでタ民 t
治(東が行環たは!の;
)校 大 、つ境め患市医 t
三長村こてづの者立療 j

早

く

よ

くを

て
下
さ
い

東

大

村

小

三

年
大

石

た

つ

こ
の
絵
は
ぼ
く
た
ち
三
年
生

が
か
い
た
も
の
で
す
。
ぼ
く
た

ち
は
お
み
ま
い
に
い
っ
て
も
知

や

ら
な
い
人
が
多
い
の
で
、
こ
の

絵
を
お
く
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
つ
ば
き
を
か
ぴ
ん

に
さ
し
て
い
た
ら
、
ぼ
く
た
ち
の

先
生
が
「
つ
ば
き
の
花
ば
か
こ
い
」

と
い
う
の
で
ぼ
く
た
ち
も
さ
ん
せ

い
し
ま
し
た
。

か
き
あ
が
る
前
に
病
気
の
人
に

「
乙
ん
絵
ば
お
く
ろ
う
」
と
み
ん
な

が
い
っ
た
の
で
だ
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
こ
の
絵
を
ぼ
く
た
ち
と

お
も
っ
て
、
は
や
く
病
気
を
な
お

し
て
下
さ
い
ね
。

絵の
山
生
…

き
川
宣
t
u

ギ

品

川

3
山

l

;

 

つ
~
校
γ

ヘ…
44
…

院
ぶ
一
一一

病
一
M
V

立
…
京
一

市

年
生
十
一
人
全
員
か
ら
二
回
目
の

力
作
つ
ば
き
の
絵
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

。
早
く
よ
く
な
っ
て
下
さ
い
。
と

祈
り
を
こ
め
た
作
文
も
一
枚
一
枚

に
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
院
で
は
こ
の
桧
を
さ
っ
そ
く

院
内
の
廊
下
に
飾
り
患
者
さ
ん
を

は
じ
め
職
員
や
来
院
す
る
方
の
心

を
な
ご
や
か
に
し
て
い
ま
す
。

入 特・入 特。入 特・入!
選ま人選一命選明緯選中江選のま年選小企選 1
ち情 般日 るを 学 尻 住ち)学会 6 

古づの谷 t 中くま野校路 溝 みに 上高也津 t
川く花山 手 島 豊ち因 子口よ緑 野学三田 1
養りいツ 芯真かに良 ( 裕 いを わ年己恭 i
一つギ 美な恵大徳ま青か 史 E
ば子 ・大笑(村(ち空子 : 
永い 川村顔西四松づを( 、、 t
石で 内市を中年原く 西 z ‘ 

珠人二)五りみ大 大 i
心 美に年年ん村和 i

な四 t 

人
情
の
花
い
っ
ぱ
い
で
ま
ち
づ
く
り

「
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
と
「
市
民
憲
章
」
の
啓
蒙
を
か

ね
て
ポ
ス
タ
ー
-
標
語
の
募
集
を

実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ポ
ス
タ

ー
五
百
五
十
点
、
標
語
百
八
十
一

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入

賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
入
賞
者
の
表
彰
式
は
、
三

月
二
十
七
日
(
水
)
午
前
十
時
か
ら

ま
た
作
品
の
展
示
会
は
、
三
月
十

三
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
い

ず
れ
も
市
立
図
書
館
で
行
い
ま
す

〈
ポ
ス
タ
ー
の
部
〉

特

選

A
V
小
学
校
一
年

特
選
中
村
え
み
子
(
西
大
村
)

入
選
ま
つ
お
る
み
・
も
り
り
え

(
西
大
村
)
た
さ
き
は
る
み

(
三
浦
)

。
小
学
校
二
年

特
選

俵

崎

恵

(三
浦
)

入
選
山
口
智
恵
子

(三
浦
)

河
野
博
幸
(
東
大
村
)
池
山

明
義
(
竹
松
)

。
小
学
校
三
年

特
選

磯

昭

洋

(
東
大
村
)

入
選

森
ひ
ろ
き
(
東
大
村
)

高
取
和
也
(
東
大
村
)
田
川

ーー
老
人
を
う
や
ま
い
伸
び
ゆ
く
子
ど
も
の

般

の

音日

;.、
ロー

義
人
(
三
城
)

A
V
小
学
校
四
年

特

選

松

園
淳
子

(三
域
)

入
選

松
本
富
士
夫
・

藤
野
恭
二

-
松
尾
智
子

(竹
松
)

A
V
小
学
校
五
年

入
選

三
岳
良
安

(萱
瀬
)

山
口
里
恵
子
(
三
同
)

。
小
学
校
六
年

特
選

浜
出
孝
司

(
大
村
)

入
選

佐
藤
忠
浩

・
川
添
雅
人

(
大
村
)
今
里
浩
之
・
岡
島
み

ゆ
き
(
中
央
)
道
添
佐
千
代

(
福
重
)
溝
口
賀
代
子
(
鈴

夢
を
そ
だ
て
ま
し
ょ
う
ほ 山

ギ

子

ツ田
)

。
中
学
校

特
選
森
辰
己
(
萱
瀬
)

入
選
田
中
登
・
山
口
進
(
萱
瀬
)

榎
田
真
由
美
(
郡
)
椎
葉
登

代
子
(
西
中
特
殊
)

。
高
等
学
校

入

選

藤

田
光
一

(
日
大
高
二
年

山
野
英
嗣
(
園
芸
高
一
年
)

〈
標
語
の
部
〉

。
小
学
低
学
年

特

選

与

崎

清

(
大
村
三
年
)

ぼ
く
ら
の
ま
ち
き
れ
い
な
ま

ち
自
然
を
守
る
明
る
い
ま
ち

市

民

憲

車

阜

)
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水
と
緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
も

昭和49年3月15日
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り*
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盆玄鉛
#J、'

N
B
C
公
開
録
音
な
ど

3
月
お
日
i
4
月
日
日

恒
例
の
さ
く
ら
祭
り
は
い
よ
い

よ
三
月
二
十
五
日
か
ら
華
々
し
く

開
催
さ
れ
ま
す
。

観
光
協
会
で
は
、
さ
く
ら
祭
り

期
間
中
次
の
と
お
り
行
事
を
行
い

ま
す
の
で
皆
さ
ん
お
さ
そ
い
合
せ

の
上
多
数
ご
来
場
下
さ
い。

な
お
、
四
河
七
日
に
行
わ
れ
ま

す
N
B
C
公
開
録
音
の
素
人
の
ど

自
慢
出
演
者
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
希
望
者
は
三
月
三
十
日
ま
で

りむ

に
市
商
工
観
光
課

(
電
話
①
|
四

一
一
一
)
へ

お
申
込
み
下
さ
い

V
四
月
六
日

琴
と
尺
八
の
調
べ

大
村
公
園
屋
外
ス
テ
ー
ジ

(大
村
三
曲
会
)

V
四
月
七
日

大
村
さ
く
ら
祭
り

N
B
C
公
開
録
音

正
午
か

ら
素
人
の
ど
自
慢
大
会

職
場
対
抗
歌
合
戦

さ
く
ら
祭
り
歌
謡
バ
ラ

エ
テ

ィ
シ

ョ
l

キ
ン
グ
レ

コ
l

ド
中
村
淳
、
ヮ
l
ナ
レ

コ
ー

ド
グ
レ
イ
プ
出
演

大
村
公

園
屋
外
ス
テ
ー
ジ
、
雨
天
の

場
合
は
市
民
会
館

V
四

月

七

日

大
村
さ
く
ら
祭
り

大
撮
影
会

V
四
月
九
日

民
踊
大
会
大
村

公
園
屋
外
ス

テ
ー
ジ

(市
連
合
老
人
会
民
踊
部
)

ら祭り

大撮影会

ごあんない

市
観
光
協
会
で
は
、
恒
例
の
大

撮
影
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

市
民
の
皆
さ
ま
多
数
の
参
加

応
募
を
お
待
ち
し
ま
す
。
な
お
、

当
日
の
作
品
以
外
に
花
の
大
村
公

園

(
さ
く
ら
、
つ
つ

じ
)
を
取
り

入
れ
た
カ
ラ
l
作
品
も
応
募
対
象

と
し
ま
す
。

日
時

四
月
七
日
(
日
)
午
前
十

時
三
十
分
(小
雨
決
行
)

集

合

場

所

公
園
内
観
光
協
会
前

撮
影
場
所

大
村
公
園
一
帯

方
法

花
の
大
村
公
園
、
同
ス
ナ

ッ
プ
、
モ
デ
ル
撮
影

(福
岡
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ

ル
・
三
名
)

規
定

カ
ラ

l
ス
ラ
イ
ド
の
部

三
十
五
ミ
リ
版
以
上

カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
の
部

一一

E
版
以
上
四
ッ
切
肺
ま
で

市

民

憲

章
)』

さく

ーι.. 
員

各
部
ご
と
、

推
せ
ん

つ

特

せ
ん
二
、
そ
の
他
多
数
準
備

締
切
五
月
二
十
日
(
月
)

(当
日
消
印
有
効
)

大
村
市
玖
島
郷
二
十
五

市
商
工
観
光
課

申
込
先

な
お
、
入
賞
作
品
の
版
権
は
主

催
者
に
帰
属
す
る
。

選
外
作
品
は
返
信
料
貼
付
の
封
筒

提
出
者
の
み
返
送
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

労

働

保

険

の

年

度

更

新

手

続

を

昭
和
四
十
九
年
度
の
労
働
保
険

(労
災
保
険

・
失
業
保
険
)
の
概

算
保
険
料
と
昭
和
四
十
八
年
度
確

定
保
険
料
の
申
告
と
納
付
手
続
時

期
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
労
災
保

険
料
率
が
改
正
さ
れ
た
の
で
諸
手

続
等
に
つ
い
て
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
す

(
三
月
下
旬

l
四
月
中
旬

の
問
。
期
日
、
場
所
に
つ
い
て
は

後
日
発
表
さ
れ
る
予
定
)
の
で
利

用
い
た
だ
き
、
五
月
十
五
日
ま
で

必
ず
申
告
納
付
を
完
了
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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お お市政だより(5) 

ママコーラスも出演

第14回

市民音楽祭

今年も盛大に

。
つ
く
ろ
う
市
民
の
音
楽
祭
を
。

と
第
十
四
回
市
民
音
楽
祭
は
三
月

三
日
午
後

一
時
か
ら
市一
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

尺
八

・
琴

・
器
楽
の
演
奏
や
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト

・
少
年
合
唱
団

・

マ
マ
コ
ー
ラ
ス
な
ど
、
も
り
だ
く

さ
ん
の
出
演
で
市
民
音
楽
祭
は
年

々
参
加
者
が
増
え
て
盛
大
に
な

っ

て
お
り
ま
す
。

熱識をくりひろげた卓球大会

〔::71つ
勤労青少年車球大会

勤
労
青
少
年
ホ

i
ム
利
用
者
の

親
ぼ
く
と
友
好
を
深
め
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
と
自
主

性
創
造
性
を
高
め
る
た
め
、
二
月

二
十
四
日
勤
労
青
少
年
ホ

i
ム
で

卓
球
大
会
が
開
か
れ
、
六
チ

l
ム

が
参
加
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
あ
そ
な
ろ
サ
ー
ク
ル

A

2
位

あ
そ
な
ろ
サ
ー
ク
ル

B

3
位

若
葉
ク
ラ
ブ
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(6) りおおむ

注
射
と
検
診

園
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ

ン
の
投
与
を
う
け
ま

し
よ
う

市政だより

該
当
者

生
後
=
ヲ
月
以
上
経
過

し
た
も
の
で
初
回
投
与
を
う
け

て
い
な
い
も
の
、
お
よ
び
二
回

目
の
投
与
が
す
ん
で
い
な
い
も

の。

料
金

無
料
で
す
が
、
昭
和
四
十

八
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を
お

た
ず
ね
し
ま
す
の
で
、

必
ず
調

べ
て
き
て
・下
さ
い
。

禁
忌
者

ω発
熱
や
下
痢
を
と
も
な
う
急
性

疾
患
者

凶
重
症
結
核
患
者
、
心
臓
血
管
系

疾
患
者
、
病
後
衰
弱
者
、
栄
養

日
山

「「
J
V

山
川

月
川

つU
川

年
川

n
u
J

川川
A
I
川

和

川

昭

川

生ワク投与日程表

会場名 l投与日

|市役所 I 4/ 9 

i萱瀬出張所 I 4/ 9 

1諏訪公民館 I 4/10 

|三浦診療所 I 4パD

鈴田出張所 I 4/10 

竹絵本町公民館 4/11 

l福重出張所 I4/11 
1 中地区 公醐 日竺

松原出張所 4/12

時間はいずれも

午後2時-3時

障
害
者

同
種
痘
お
よ
び
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
後

一
ヵ
月
を
経
過
し
て
い

な
い
も
の
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
下
さ
い。

十
日

申
込
先

市
教
育
委
員
会

※
願
書
そ
の
州
必
要
な
書
類
は
市

教
育
委
員
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す

詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
へ

闘
青
年
団
員
を
募
集

活
動
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
ス
ポ

ー
ツ
行
事
、
文
化
祭
な
ど
の
文
化

行
事
、
青
年
議
会
や
青
年
問
題
研

究
集
会
の
学
習
活
動
、
社
会
活
動

と
し
て
美
化
運
動
な
ど
を
お
こ
な

う
外
、
各
種
研
修
、
国
内
、
海
外

研
修
に
も
多
く
参
加
し
、
地
域
、

郷
土
の
発
展
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

市
内
の
青
年
団
は
次
の
と
お
り

で
す
。

圏
三
浦
青
年
団

清
水
和
広

日
泊
郷

電
②
七
二
五
四

圏
供
田
青
年
団

田
添
敏
治

陰
平
郷

電

ω七
七

一
七

圃
玖
島
青
年
団

山

本

豊
一

四
浜

町

電

@

三
八
一
二

圏
西
大
村
青
年
団

南

恵

美

子

桜
馬
場
二
丁
目
電
②
二

O
七
一

圃
萱
瀬
青
年
団

一
瀬
正
勝

原
郷
六
五
六
電
@
五
四
七
六

圃
竹
松
青
年
団

陣
内

明

黒
丸
郷

圃
福
重
青
年
国

立
福
寺
郷

圃
松
原
青
年
団

朝
長
博
幸

電
①
八
六
八
七

長

岡

力

三
ノ
郷
六
一

電
①
九
二
九
六

申
し
込
み
は、

各
青
年
団
に
直

接
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

ま
た
、
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
、
中
央
公
民
館
、
中
地
区
公

民
館
に
も
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す

講

習

会

圃
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

教

室

日
時

四
月
二
日

l
六
月
四
日

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
l
十
二
時

場
加

中
央
公
民
館

対
象

成
人

一
般

定
員

三
十
名

受
講
料

無
料

(
た
だ
し
教
材
費

実
費
)

講

師

小

川
義
和
先
生

申
込
方
法

三
月
二
十
五
日
(月
〉

ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
中
央

公
民
館

(
久
原
郷

一
の
一

電
②

|四一一
一一一一

)
へ

催
し
も
の

圃
親
と
子
を
む
す
ぶ

名

作

劇

場

青
少
年
育
成
県
民
会
議
で
は
、

「ケ
i
キ
屋
ケ
ン

チ
ャ
ン」

の
ト

コ
ち
ゃ
ん
と
劇
団
東
少
を
招
い
て

親
と
子
を
む
す
ぶ
名
作
劇
場
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
愛
の
基
金
」

チ

ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
!
と
し
て
行
わ

れ
ま
す
。

ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

日
時

三
月
二
十
九
日

一
何
回

十
時
三
十
分

二
回
目
午
後
二
時

会
場

市
民
会
館

プ
ロ
グ
ラ
ム

第

一
部

ト
コ
ち

ゃ
ん
と
い
っ
し

ょ
に

第
二
部

シ
ン
デ
レ
ラ
(ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
)

入
場
料

六
百
円
(大
人
小
人
共
)

薗
青
年
会
議
所
目
周
年

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
シ
ョ
ウ

原
信
夫
と
シ
ャ
ー
プ
ス

ア
ン
ド
フ
ラ
ッ
ツ
と

弘
田
三
枝
子

日
時

三
月
十
九
日

午
後
六
時
三
十
分
間
演

場
所

市
民
会
館

入
場
料

A
席

千
五
百
円

B
席

千
二
百
円

立
見
席
六
百
円

な
お
、
こ
の
益
金
の一

部
を
大

村
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
し

ま
す
。

ーー
公
害
や
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
ゆ

募

集

調
県
育
英
会
奨
学
生
を

募

集

資
格

長
崎
県
に
本
籍
を
有
す
る

も
の
、
ま
た
は
本
県
に
十
年
以

上
居
住
す
る
も
の
で
県
内
の
高

等
学
校
を
卒
業
し
大
学

(短
大

大
学
院
を
除
く
)
に
在
学
す
る

学
生
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
困
難
な
者

募
集
期
間

三
月
二
十
日

l
五
月

陽
気
が
よ
く
な

っ
て
気
が

v

ゆ
る
む
せ
い
か
、
案
外
か
ぜ
H

を
ひ
く
方
が
多
い
よ
う
で
す
ん

あ
の
寒
い
冬
の
さ
な
か
に

山

ひ
か
な
か
っ
た
丈
夫
な
方
が
川

花
も
ほ
と

ろ
ぶ
乙
の
ご
ろ
、

し
ゆ
る
し
ゆ
る
鼻
を
す
す

っ

て
い
る
風
景
を
み
か
け
ま
す

げ

…
か
ぜ
と
は
っ
き
り
わ
か

っ
小

い
か
ぜ
に
注
意

一

山
た
ら
す
ぐ
手
当
を
し
ま
し
よ
い

-つ。
ぐ
ず
く
ず
し
て

い
る
と
夏

川

ま
で
持
ち
越
し
、
や
っ
か
い
川

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

風
が
吹
い
て
ホ
コ
り
も
多

川

い
季
節
で
す
か
ら
、

外
出
か

~

ら
帰
っ
た
ら
、
必
ず
'
つ
が
い

川

を
忘
れ
な
い
よ
う
に

・
.

市

民

憲

血
早
)
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当理夫 りひ は ー

昭和49年 3月15日
!lllllllllilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllil11111ill!111111111111111111111111111111111111111111111IIIIII!IIIIIIIIIIIIIII 

関
県
下
少
年
合
唱
団

合

同

演

奏

会

日
時

三
月
二
十
七
日

(水
)

午
後
一
時
三
十
分
開
演

場
所

市
民
会
館

圃
錦
鯉
の
品
評
会

白
時

三
月
三
十

一
日
(
日
)

午
前
十
時

l
午
後
二
時

観
光
協
会
前
広
場

(大
村
公
園
入
口
)

品
評
会

・
展
示
会

。
即
売

A
E
 

大
村
愛
鱗
会

場
所

内
容

主
催

りむおお市政だより(7) 

。

ス
η

問、↓HH
I
l
 、y

翻
婦
人
健
康
教
室

内
容

リ
ズ

ム
運
動
、
美
容
体
操

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
器
具
を
使
用
し
た
運
動
な

ど
場
所

市
民
体
育
館

期
間

四
月
五
日
l
六
月
七
日

日
時

毎
週
金
曜
日

午
前
十
時

l
正
午

募
集
人
員

三

十

名

(先
着
順
)

参
加
料

無
料

申
込

三
月
三
十
日
ま
で
に
住
所

氏
名
、
年
齢
を

ハ
ガ
キ
か
電
話

で
申
込
ん
で
下
さ
い

申
込
先

市
教
育
委
員
会

ロ
いMい

留
国
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
縦
覧

昭
和
四
十
九
年
度
、
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
つ
、JF
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

な
お
縦
覧
の
際
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
下
さ
い
。

期
間
四
月

一
日
l
二
十
B

(日
曜
及
び
土
曜
日
の
午
後
を

除
く
)

時
間午
前
八
時
三
十
分

l
午
後
五
時

場
所

市
課
税
課

園
袋
詰
セ

メ
ン
ト
を

あ

っ
せ

ん

申
込
資
格

小
口
需
要
者

(主
と

し
て
大
工
、
左
官
業
を
営
む

者
)
で，
申
込
者
自
身
が
必
要
と

す
る
場
合
に
限
る

あ
っ
せ
ん
相
談
所

県
経
済
労
働

部
中
小
企
業
課

受
付
時
間

午

前
十
時
l
十
二
時

(
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く
)

あ

っ
せ
ん
数
量

十

袋

(
四
十
キ

ロ
詰
め
)
以
下

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

圏
漂
流
物
を
拾
得

拾
得
物
件

?

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ボ

i
ト
一
隻

船
外
機
付

ハ卜

i
ハ
ツ
)

拾
得
場
所

川
棚
町
小
山
中
郷
大
崎
海
水
浴
場

南
側

※
お
心
当
り
の
方
は
市
会
計
課
又

は
川
棚
町
総
務
課
、(
‘，

，

一

大

村
の
碑

(
2
)

.

か
ん

.

斉
藤
歓
之
助
の
碑

玖
島
域
社
の
南
側
、

大

手

門

(城
の
正
門
)
を
入
る
と
、
す
ぐ

一
右
手
に
高
く

「斉
藤
先
生
碑
」
と

一
大
文
字

(渡
辺
昇
書
)
の
刻
み
込

一
ま
れ
た
自
然
石
の
碑
が
そ
び
え
立

一
っ
て
い
る
。

一

歓
之
助

、

J1
2均
一
寸
議

一
は
、
幕

末

¥

一

一

三

一~
一
勧

…
江
戸
三
大

;

ゑ

緩

幾
線

機

騒

一
剣
客
の

一

V
J
F級
機
織
繊
細欄

一
人
、
斉
藤

樹
齢
瞭
勝
醗
鱒
麟
麟
臨
機

一
弥
九
郎
の

鵬
鰯
麟
関
脇
麟
繍
機
畿

一
三
男
で
あ

関
脇
醐
翻
臨
闘
機
総
額

一
る
が
、
父

園
開
瀦
遣
期融
瀦
灘
館
副
額

一
に
師
事
し

閥
鶏

:
一日
議
凶
磁

器
錦

司

し

λ
ど
う
む
ね
ん
り
ゅ
う

ご
く
い

一
て
、
「神
道
一
無
念
流
」の
極
意
を
学

山

あ

だ

な

一
ん
だ
。
鬼
歓
と
い
う
仇
名
が
あ
る

一
ほ
ど
け
い

こ
が
は
げ
し
く
、
得
意

一
の
突
き
は
天
下
無
類
で
あ
っ
た
と

一
い
う
。

一

あ
る
日
、
長
州
藩
の
来
島
又
兵

一
衛
ら
壮
士
が
、
道
場
ゃ
ぶ
り
に
斉

一
藤
の
練
兵
館
を
襲

っ
た
が
、
十
七

一
歳
の
歓
之
助
が
一
人
で
、
荒
武
者

一
ど
も
を
こ
と
ご
と
く
な
ぎ
倒
し
た

一
と
い
う
武
勇
伝
が
あ
る
。

一

安
政
元
年

(一

八
五
四
年
)
剣

4 も
の
が
し
ら

a

道
指
範
兼
物
頭
と
し
て
、
大
村
藩

一

に
迎
え
ら
れ
、
百
五
十
石
で
召
し

一

か
か
え
ら
れ
た
。

一

ご
乙
う
か
ん

U

歓
之
助
は
藩
校
五
教
館
の
武
芸

一

す
し
ん
け
ん

置

所

・
治
振
軒
で
剣
術
の
指
南
に
あ

一

ま
つ
ば
や
し

・

た

っ
た
が
、
学
聞
に
お
け
る
松
林

一

は
ん
ざ
ん

飯
山
と
な
ら
ん
で
、
文
武
両
面
に

一

偉
大
な
指
導
者
を
得
て
、
人
材
育

一

成
の
成
果
が
大
い
に
挙

っ
た
。

明

一

治
維
新
に
活
躍
し
た
大
村
戸
の
志

一

士
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
窯
簡
を

一

う
け
て
い
る
。

一

ま
た
、
歓
之
助
は
、
片
町
の
屋

一

麗
嬬
議
嬢
議
鑓
磯
灘
醸
鱗
敷
内
に
新

一

軍
尚
福
富

蓄
積泌が
梅毒
持
W

溢

議

園

脳
鱒
繍
繍
麟
鱗
闘
機
織
鰻
道
場
を
開

一

懇

議

議

議

欝

灘

簸

き

、
数
多

一

織
鱗
闘
機
織
機
畿
の
門
下
生

一

線

機

機

織

鱗

機

織

を
育
成
し

一

繍
繍
孔

Y
織
機
鱗
線
機
た
。

一

越
圃
圃
闘
機
繊
細
線
糊

藩
で
は
、
一

蹴
園
調
翻
機
灘
、
、
織
機
そ
れ
ま
で

一

議

懇

綴

議

議

:

附

の

一

万
流

~

や
新
陰
流
を
廃
し
、
専
ら
神
道
無

一

念
流
を
奨
励
し
た
。

…

び
し
ん
ど
う

岨

乙
の
道
場
を

「微
神
堂
」
と
称

一

し
た
が
、
安
政
の
三
筆
と
い
わ
れ

一

.
へ
い
ゐ
ん

E

た
市
川
米
庵
の
書
に
な
る
一
扇
額
が
一

今
も
辻
田
町
の
道
場
に
残

っ
て
い
一

る。

一

歓
之
助
は
不
幸
に
も
二
十
代
半

一

ば
で
病
に
た
お
れ
、
明
治
三
十

一一

年
、
六
十
六
歳
で
亡
く
な

っ
た
が

一

門
弟
千
余
人
に
及
び
、
今
も
剣
道

一

の
盛
ん
な
土
地
柄
と
し
て
の
伝
統

一

を

残

し

て

い

る

。

一
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しょうがい 教 育

中地区公民館へどうぞ.グ

画市民文化教養教室受講者を募集

教 室 名 内 容 [定員|開設日時 3毒 師

第一おかあさん |幼児の性格っくり、遊仏テレビなどし 第 1・3(木) 大学教授
1 30人 幼稚園長
の勉強 室 つけの上での大切なこ とについて 10・00，....， 12:00 ，ペン' 主任

ト一一一一

第 二おかあさん 小学生の塾、金銭教育、勉強嫌い、読書 第 1・3(水) 大学教授
2 
の勉強室 などの具体的な事項

40人
10:00 ，....， 12:00 

小学 校長
ノ/ 教諭

高校 生(中学生 ) この年代の気質を頭解し、進路指導の問 第 1・3(金) 高等学校長
3 30人 ，ゲ 教頭
の両親教室 題について 19:00""" 21:00 // 教諭

ら し の 物価のからくり、上手な買物、ライ フ・
30人
第 2・4(水〉 大学教授

生計教室 サイクノレなどの設計などについて 10:00 ，....， 12:00 市川信愛先生
一

家庭医学教室
薬の効用、成人病と対策、子供の病気、

50人
第 1・3(水)

市立病院医師
健康づくりの方法などについて 13:30 -15:30 

ト一一一一一

6 文化 ・歴史教室
宗教と人生、作者の心、夫婦の一生、詩

30人
第 2・4(火) 大学教授

歌の心、大村とキリスト教、飯山と登 10:00 ，....， 12:00 県立図書館長

庭園 管 理 教 室
庭造りの基本、石組、 燈ろうとつく ばい

40人
第 2・4(土〉 園芸高校教諭

せん定、垣根、流れと池 13:30 ，....， 16:00 浜岸利紀先生

洋 l上lJ 乞グ又 t主壬主コ
油絵のえがき方、実技指導 (デ ノサン、

20人
第 2・4(土) 東光会会友

静物、人物画、スケッチ〉 13:30 -16:00 山田憲夫先生

ペン習字 教 室 30人
第 1・3(金) 日本書道会員

余暇時間を活用し、生活文化を高める。 10:00 ，....， 12:00 馬場英男先生

10 
楽 焼 教 室 楽焼をつくる心の準備、陶土の練り方、

20人
第 1・3(月) 大学教授

(第 形の表現、色付の妙味 10:00 ，....， 12:00 喜多正雄先生

11 
楽 焼 教 室 楽焼をつくる心の準備、陶土の練り方、

20人
第 1・3(土)

// 

(第 形の表現、色付のid味 13:30 ，....， 16:00 

/ 

12 木曜 料 理教 室
日本、中園、西洋料理などの味付、 盛付

40人
第 2(木)

各調理師
のポイントを学ぶ 9:30""" 12:00 

13 
青年のための 青年期をどう生きるか、けいこごと、生

30人
毎 月 25日 大学 教授

教 室 花、お茶、家事の心掛けなど 19:00 ，....， 21:00 専門指導員

14 
高齢者のための 趣味のある生活、南画、俳句、盆栽、つ

30人
第 2・4(水)

専 門 指導員
教 室 り、民踊などについて 13 :30 ，....， 15:30 

※申込方法 受付期間 4月1ト 4月20日

受付場所 中地区公民館 (乾馬場郷 246-5)TEL①-1376 

申 込 電話かハガキでお願いします。

定 員 それぞれ教室には定員がありますので、定員になりしだい締切ります。
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